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事務局 健康づくり課 

その他 
佐賀県血液センター  

事業部 献血推進課 献血予防推進係長 内村 聡志氏 

会議の議題 別紙資料のとおり 

配布資料 
（１） 献血事業について（実績、課題等）・・資料１ 

（２）令和７年度保健事業計画について・・・資料２ 

審議等の内容 別紙のとおり 

 



審 議 等 の 内 容 

(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 健康づくり課 

議 題 

内 容  

（１）献血事業について（実績、課題等）・・資料１ 

（２）令和７年度保健事業計画について・・・資料２    

内 容 

１． 開会 

２． 市長あいさつ 

３． 会長あいさつ 

４． 協議  献血について講師による説明、質疑応答 

    令和 7 年度について事務局から資料に沿って説明、質疑応答 

５．閉会 

審議 

経過 
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講師 
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講師 
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＜献血事業の推進についての質疑＞ 

杵藤地区の高校での献血実施状況はどうか。 

健康セミナーというかたちで嬉野高校に受け入れてもらっているが、バ

スでの献血実施はできていない。 

少子高齢社会の中で、69 歳までが献血できる基準となっているが、実

施年齢を引き上げる予定はあるのか。 

現時点では予定はありません。血液が足りない状況はありますので、今

後引き上げられる可能性はあります。 

献血を実際してみて感じることがある。針が怖いなどのイメージがある

が、飲み物などの景品をもらえたのは良かった。 

献血に協力を頂いた方には、バスの場合はお菓子の詰め合わせや歯磨き

粉をプレゼントしています。血液センターでは別のプレゼントを差し上

げています。 

献血をしない理由として、国が調査したアンケートの中で針が怖いは第

1 位でした。針の大きさは、ピアスを開ける針や爪楊枝よりも小さいこ

とを伝えている。若いうちに体験しないと、怖いイメージはずっと続く

傾向にある。 

嬉野市では年間 2 回実施しているが、3 回すれば協力者が増えるのでは

ないか。 

400m1 が男性は年に 3 回、女性は年に 2 回行うことができると決まっ

ているので、女性の年に 2 回に合わせて、市町でも年に 2 回実施して

いる。市によっては年に 3 回実施することもある。1 回バスを出すと 

60 人分の血液を確保する必要がある。1 回のバスで 30 人等少ない実施

数が続くと医療機関に安定して供給できなくなる。年に 3 回実施する

と 1 回の協力者数が減るので、慎重にしている。 
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献血にかかる時間を教えてほしい。 

トータルで 40 分ほどかかる。受付、問診、検査、献血、待機が必要。 

受付時間は決まっているのか。 

血液センターでは、朝 9:00～11:30 まで、午後 12:30～17:00（成分献

血は 16:30）まで実施。 

教育分野でも献血は重要だけど、献血をすることでのメリットを数えて

ほしい。高齢者でも協力したい方もいる。上限の年齢引き上げも検討し

てほしい。 

メリットは、気軽に出来るボランティアである。無料で血液型が分かる

（病院では 3,000 円かかる）。自分の健康維持につながる（血液検査が

出来る）ことが主である。 

＜令和 7 年度保健事業についての質疑＞ 

帯状疱疹の予防接種事業について、1人につき1回の助成となっている。

生ワクチンは 1 回の接種で良いが、組換えワクチンは 2 回の接種が必

要となっているその場合も 1 回の費用助成となるのか。 

組換えワクチンは2回の接種が必要ですので、2回費用助成があります。 

帯状疱疹は、3 人に 1 人が罹るといわれているが、どちらのワクチンが

効くのか。 

有効性は組換えワクチンの方が良いと把握している。 

生ワクチンは、3 年から 5 年程、組換えワクチンは 10 年後も効果があ

るといわれている。値段も組換えワクチンが高い。 

値段は安いが効果も短いワクチンと値段が高いが効果が長いワクチン、

どちらを打てばよいのか。 

生ワクチンは 1 万円ほど、組換えワクチンは 1 回 2 万円ほどするが医

療機関の設定となる。主治医と相談して、どちらのワクチンを受けるの

かをご自身で決めていただくことになる。 

帯状疱疹の症状は個人で差があり、重症になる方もいる。数回罹る方も

いる。誰でも罹るリスクがある。免疫が落ちた時といわれるが、そうば

かりではない。顔や頭に出来ると後が残る事もある。最近患者さんが多

くなった印象がある。だから定期接種となったと考える。 

がん検診の料金の欄だが、肺がん検診の検査料金で、同じ 500 円なの

に 40～64 歳と 65 歳以上を分けているのはなぜか。 

40～64 歳は肺がん検診、65 歳以上は肺がん検診に加えて結核検診もあ

るので分けて記載していた。今後は分けずに記載する。 

閉会      

                   （以上） 
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